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CtoCサービスにおける価格・流通量の変動を指数で可視化
メルカリ・東京大学エコノミックコンサルティング共同開発

「メルカリ物価・数量指数」の提供を開始
〜「メルカリ」取引データから、消費動向の情報発信・研究活動に寄与する情報を開示〜

メルカリ総合研究所（運営：株式会社メルカリ）と東京大学エコノミックコンサルティング株式会社
（本社: 東京都文京区、代表取締役社長: 川原田陽介、以下、UTEcon）は、月間利用者数2,000
万人超のフリマアプリ「メルカリ」で取引される商品カテゴリ毎の取引価格と流通量の変動を指数
で可視化した「メルカリ物価・数量指数」を共同で開発し情報の提供を開始いたします。
本取り組みは、個人間商取引（CtoCサービス）における消費者の需要を可視化する世界初※1の
事例となります。
※1：メルカリ及びUTEcon調べ

■目的
各種データを参照した消費トレンドを発信している報道関係者をはじめ、物価変動を取り扱うマク

ロ経済学、消費者行動、マーケティング等の研究者向けに「メルカリ物価・数量指数」に関する情

報を開示し、消費動向や二次流通市場並びに個人間商取引に関する研究活動に寄与すること

を目的としています。

■背景
2021年9月にリサイクル通信が発表した調査※2によると、2020年のリユース市場規模は推計で2
兆4,169億円となり、今後も市場規模は拡大すると予測されています。また、2022年4月にメルカ
リが実施した「物価上昇に伴う生活防衛」に関する調査※3では、今後フリマアプリ「メルカリ」で購

入が増える商品として、これまで活発に取引されてきた服や書籍・漫画に加え、コスメ・化粧品、



食品なども上位に挙げられる結果となりました。これらのことから、個人間商取引を含む二次流

通市場を活用する消費者の増加、取引される商品カテゴリの拡大が予想されます。

一方、消費における二次流通市場のシェアが拡大を続けると、従来の一次流通市場のデータだ

けでは消費の動向を正しく把握することが難しくなると考えられます。また、二次流通市場の動向

も把握しようとも、現在は中古住宅、中古車及び一部製品を除き、適切なデータを取得する手法

が確立されていませんでした。

そこで、月間利用者数2,000万人超のフリマアプリ「メルカリ」を活用し、消費者行動に関する情報
発信、研究活動の活性化に貢献することを目的に、「メルカリ」で取引される商品群の価格・流通

量変動を可視化するシステム開発に着手。UTEcon並びに同社取締役、東京大学大学院経済学
研究科・経済学部 教授 渡辺 安虎氏と共同で取り組みを進め、この度「メルカリ物価・数量指数」
として情報の提供を開始するに至りました。
※2：リサイクル通信リユース業界の市場規模推計2021（2020年版）
https://www.recycle-tsushin.com/news/detail_6396.php
※3：2022年4月15日 株式会社メルカリ 「物価上昇に伴う生活防衛」に関する調査
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000154.000026386.html

■メルカリ物価・数量指数とは
「メルカリ」内の取引価格と流通数量の変動状況を、「メルカリ」における商品カテゴリー毎に月単

位で表す価格指数・数量指数です。

フリマアプリ「メルカリ」上の小カテゴリ（例：レディース ⇒ 靴 ⇒ モカシン）については、質・構成比
等の調整が現時点では困難なため、上下2.5%の外れ値を除き平均価格・平均数量を算出。中
カテゴリ（例：レディース ⇒ 靴）および大カテゴリ（例：レディース）では、小カテゴリの売上構成比
を用いたTörnqvist指数を算出しています。※4

※4：基準年月の2018年1月と現在の売上構成比の平均を用いて、価格・数量の変化を加重平均して指数を計算してい
ます。

●イメージ（例）
取引数量や価格の急速な変動という形で、その時の流行を確認することが可能です。以下、特

徴的な変動をしたメルカリ物価・数量指数を抜粋してご紹介いたします。

例1：レディース- ルームウェア/パジャマ メルカリ物価・数量指数推移
期間：2018年1月〜2022年4月

2020年4月、最初の緊急事態宣言が発出されました。その同時期において、レディースの
「ルームウェア/パジャマ」カテゴリの流通量が急激に上昇をしています。

例2：レディース- スーツ/フォーマル/ドレス メルカリ物価・数量指数推移
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期間：2018年1月〜2022年4月

最初の緊急事態宣言が発出された2020年4月、その同時期において、レディースの「スーツ/
フォーマル/ドレス」カテゴリの流通量が急激に下落。その後は徐々に上昇しています。

■共同開発者 渡辺 安虎氏のコメント

東京大学エコノミックコンサルティング株式会社 取締役 ／
東京大学大学院経済学研究科・経済学部 教授 渡辺 安虎 氏
（わたなべ・やすとら）
ケロッグ経営大学院助教授、香港科技大学准教授、アマゾンジャパン
経済学部門長を経て現職。需要予測、価格戦略、サブスク設計、機械
学習の応用、計量マーケティング等についての現場レベル及びマネジ
メントレベルでの実務的な経済分析経験を有する。ペンシルべニア大学
PhD（経済学）

今回メルカリと東京大学エコノミックコンサルティングとで共同開発した「メルカリ物価・数量指

数」は、フリマアプリ「メルカリ」における各商品カテゴリ毎の物価や取引数量を指数化したもの

で、「メルカリ」上にある1,000以上の小カテゴリに基づいて、中カテゴリおよび大カテゴリレベル
での価格や取引数量の変化を示しています。

実際に指数をみると、ゴルフ・フィッシング・アウトドア用品・室内着など、コロナ禍で価格・数量

とも伸びたカテゴリもあれば、逆に減ったもの、減った後にいち早く回復したもの等、様々なカ

テゴリでトレンドの変化を明確に示していることがわかります。

今回開発した指数は、消費者研究やマーケティング研究に活用されることが期待されるととも

に、トレンドの迅速な把握を目指すメディアや、企業の商品戦略立案担当者の方にも幅広くご

活用いただけます。例えば、昨今の物価上昇に伴う消費への影響について分析する際にも、

通常は把握困難な二次流通市場の取引価格や規模の変化を示す「メルカリ物価・数量指数」

は興味深いデータになると思います。

より広い観点から見ると、SDGsやサステナブルな意識の高まりから、リユース、フリマアプリの
活用はさらに進むと考えられます。メルカリ物価・数量指数は、そのようなサステナブル社会に

おいて、通常であれば非常に把握の困難な消費の実像を示す一つの指標になり得るのでは

ないかと思います。

直近の取り組みについて※5

1）「メルカリ物価・数量指数」の変動及び変動状況から類推できる付帯情報を適時発信
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2）「メルカリ物価・数量指数」を活用した研究に興味を示していただいたシンクタンク・大学等研究
者への情報開提供や共同研究の推進
※5：上記の取り組みは、予告なく変更する場合がございます。

2022年4月の「メルカリ物価・数量指数」からわかるトレンドについては以下をご確認ください。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000157.000026386.html

●「メルカリ物価・数量指数」に関するお問合せ窓口
報道関係者、研究者向けに「メルカリ物価・数量指数」に関する情報開示希望の受付をしており

ます。ご興味がある方は、以下の応募フォームよりお問い合わせいただきますようお願いいたし

ます。※6

https://pj.mercari.com/souken/
※6：情報の開示は、機密保持契約の締結を前提とし、利用用途に応じて審査がございます。

今後の展望について

モノの需要が把握できる「メルカリ物価・数量指数」の応用により、緊急事態・災害時における供

給不足のモノや地域の割り出し、緊急度検知ができる仕組みを構築し、政府・公的機関とともに

社会実装していく取り組みの推進を目指しています。

【メルカリ概要】

会社名　　：株式会社メルカリ

所在地　　：〒106-6118 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー
事業内容　：スマートフォン向けフリマアプリ「メルカリ」の企画・開発・運営

代表者名　：山田進太郎

Webサイト：https://about.mercari.com/

【UTEcon概要】
会社名　　：東京大学エコノミックコンサルティング株式会社

所在地　　：〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 国際学術総合研究棟922号室
事業内容　：経済学等の研究成果を活用したコンサルティングサービスの提供

代表者名　：川原田陽介

Webサイト：https://utecon.net

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社メルカリ　PR　担当：志和（しわ）
Tel：050-5212-3236
Email：pr-mercari@mercari.com
※メルカリのロゴ・アイコン利用につきましては以下のページをご確認ください。

https://www.mercari.com/jp/logo-guidelines/

東京大学エコノミックコンサルティング株式会社 広報担当
E-mail : info@utecon.net
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